
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

函
館
市
で

田
沢
湖
図
書
館
へ
図
書
カ
ー
ド
寄
贈

　

こ
の
ほ
ど
、
秋
田
県
仙
北

建
設
業
協
会
建
友
会
よ
り
仙

北
市
の
特
別
支
援
学
級
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
２
台
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

建
友
会
で
は
、
地
元
の
小
・

中
学
校
に
貢
献
し
た
い
と
の

考
え
で
、
昨
年
に
引
き
続
き

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
寄
贈
と

な
り
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

「
自
分
で
で
き
る
」「
一
人
で

で
き
る
」
経
験
を
積
み
重
ね
、

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の

自
立
と
社
会
参
加
に
役
立
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋田県仙北建設業協会建友会

特別支援学級にタブレット端末寄贈

　

２
月
11
日
、
12
日
の
両
日
、
秋
田
内

陸
縦
貫
鉄
道
㈱
の
企
画
に
よ
り
、
同
鉄

道
を
使
っ
た
初
の
函
館
周
遊
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
、
仙
北
市
を
含
む
内
陸
線
沿
線

か
ら
門
脇
市
長
を
団
長
と
す
る
総
勢
32

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は「
角
館
」「
大
館
」「
函
館
」

の
「
館
」
つ
な
が
り
で
広
域
的
な
連
携

を
め
ざ
す
３
Ｄ
連
携
交
流
事
業
を
契
機

に
、
昨
年
９
月
に
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

㈱
と
函
館
市
に
本
社
を
置
く
道
南
い
さ

り
び
鉄
道
㈱
と
が
締
結
し
た
「
鉄
道
観

光
友
好
協
定
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

11
日
の
夜
に
は
、
函
館
市
在
住
の
秋

田
県
人
会
の
方
々
と
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
県
人
会
か
ら
民
謡
の
披
露
に
よ
る

歓
迎
を
受
け
る
な
ど
、
お
互
い
の
近
況

や
ふ
る
さ
と
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
交
流
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
今
後
も
相
互
の
市
民
交

流
や
経
済
活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

12
日
に
は
内
陸
線
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
に
乗
車
し
、

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
景
色
に
、

参
加
者
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

連
携
交
流
企
画

３
Ｄ

左
か
ら
、
秋
田
県
仙
北
建
設
業
協
会
建
友
会
の
茂
木
義
行
副

会
長
、
小
原
貴
会
長
、
熊
谷
教
育
長
。

　

２
月
６
日
か
ら
18
日
ま
で
、
角
館
町
平
福
記
念
美

術
館
で
「
第
７
回
仙
北
市
総
合
美
術
展
」
が
開
催
さ

れ
、
市
内
で
芸
術
活
動
を
さ
れ
て
い
る
高
校
生
を
含

む
一
般
の
方
々
か
ら
出
品
さ
れ
た
絵
画
や
書
、短
歌
・

俳
句
、
写
真
、
工
芸
、
手
芸
の
作
品
、
合
計
１
５
８

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
新
た
な
試
み
と

し
て
、
高
校
生
の
出
品
も
可
と
し
、
角
館
高
校
か
ら

絵
画
８
点
、
書
５
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
出
品
者
や
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
一
般
財
団
法
人
角
館

感
恩
講
（
加
賀
谷
宏
一
理
事
長
）
が
、

市
の
奨
学
金
事
業
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
市
教
育
委
員
会
に
寄
付
金

15
万
円
を
贈
り
ま
し
た
。

　

角
館
感
恩
講
事
務
室
（
仙
北
市
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）
で
行
わ
れ
た
贈

呈
式
で
、
加
賀
谷
理
事
長
は
「
仙
北

市
を
背
負
っ
て
立
つ
若
い
人
た
ち
の

育
成
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話
し
、
熊
谷
徹
教
育
長
に
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。
同
法
人
で
は
、
昭

和
55
年
以
来
、
地
域
の
青
少
年
の
健

全
な
育
成
の
た
め
奨
学
金
寄
付
事
業

を
続
け
て
お
り
、
市
教
育
委
員
会
に

は
平
成
26
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

角館感恩講が市に寄付金
左
か
ら
、
角
館
感
恩
講
の
河
原
田
次
朗
理
事
事
務

長
、
加
賀
谷
宏
一
理
事
長
、
熊
谷
徹
教
育
長
、
田

口
秀
成
常
務
理
事
。

高
齢
者
宅
で

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

田
沢
湖
地
区
の
高
齢
者
宅
の
軒
下
を
除
雪
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
。 　

２
月
17
日
か
ら
３
月
11
日
ま
で
、
角

館
町
の
観
光
施
設
な
ど
40
か
所
以
上

で
、
雛
人
形
を
飾
る
「
角
館
雛
め
ぐ
り
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
会
場
に
は
、
現
在
ま
で
伝
わ
る
享

保
雛
や
古
今
雛
、
角
館
押
絵
や
土
人
形

な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

開
催
初
日
に
は
、
仙
北
市
商
工
会
角

館
本
所
「
か
つ
ら
ぎ
」
で
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
手
踊
り
の
披
露
や
来
場
者

に
餅
や
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

角館雛めぐり

若い人たちの育成に

 　

２
月
15
日
、
仙
北
市
内
の
建
設

会
社
で
構
成
す
る
仙
北
市
建
設
業
協

会
連
合
会
（
田
中
恒
雄
会
長
）
が
、

市
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を

訪
れ
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
同
連
合
会
が
自
力

で
除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
を
支

援
し
よ
う
と
、
以
前
か
ら
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、

建
設
会
社
18
社
か
ら
32
人
が
参
加
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
依
頼
の
あ
っ

た
高
齢
者
宅
10
軒
を
訪
れ
、
玄
関
先

や
軒
下
に
た
ま
っ
た
雪
を
ス
コ
ッ
プ

や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
崩
し
な
が
ら
運

ん
で
い
ま
し
た
。

仙
北
市
総
合
美
術
展

　

１
月
30
日
、
十
五
日
会
（
会
長　

平
岡
三
郎
氏
）
か
ら
２
万
円
分
の
図

書
カ
ー
ド
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
田
沢
湖
町
当
時
か
ら
、
特
に
児

童
の
読
書
環
境
充
実
の
た
め
、
図
書

館
に
良
い
児
童
書
を
備
え
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
ほ
し
い
と

善
意
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

田
沢
湖
図
書
館
で
は
、
今
年
も
楽

し
い
絵
本
や
読
み
物
を
購
入
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

十
五
日
会
か
ら

左
か
ら
、
北
都
銀
行
田
沢
湖
支
店
の
太
田
渉
支
店
長
、
十
五
日
会

の
平
岡
三
郎
会
長
、
秋
田
銀
行
田
沢
湖
支
店
の
山
下
知
之
支
店
長
。
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　仙北市医療協議会主催の「新春懇談会」が、1 月
25 日にグランデール ガーデンで開催されました。
　今回は「地域医療と医師会について」をテーマに、
秋田県医師会会長の小玉弘之先生を講師としてお招
きし、人口減少社会に対する取組や秋田県の医療の
現在と未来について、そして在宅医療の充実・地域
包括ケアシステムの構築などについて、詳しくお話
いただきました。
　今後は、人口減少がさらに進み、大曲仙北地域の
高齢化率も 2040 年には 43.6％となる見通しとのこ
とで、健康寿命の延伸と高齢者が住みよい安心な地
域づくりのために多職種の連携体制を確立し、地域
包括ケアの実現に向けたまちづくりが必要とのこと
でした。
　会場に集まった参加者は、先生の分かりやすいお
話にメモをとりながら熱心に聞き入っていました。

　2 月 11 日、『第 23 回おやま囃子芸能発表会』が角館交流センターで開催されました。
今年は 14 組の団体が出演し、それぞれの特徴を活かした演出で、日ごろの練習の成果を披
露し、艶やかな手踊りや力強いお囃子で来場者を楽しませました。
　また、今回はユネスコ無形文化遺産に登録された「花輪祭の屋台行事（鹿角市）」「土崎神
明社祭の曳山行事（秋田市）」「八戸三社大祭の山車行事（青森県八戸市）」「新庄まつりの山
車行事（山形県新庄市）」の団体が参加し、お祭りの紹介やお囃子が披露されました。花輪
祭の屋台行事では「今日皆さんに披露するのをとても楽しみにしてきました。本来であれば
屋台もありますが、演奏で花輪囃子を楽しんでもらいたいです。今年のお祭りは、ぜひ生で
花輪祭を見に来ていただければ幸いです」と話し、会場は大きな拍手で盛り上がりました。

講演する秋田県医師会会長の小玉弘之先生。

仙北市医療協議会

土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山
行
事
。

第
23
回 

お
や
ま
囃
子
芸
能
発
表
会

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

山
形
県
の
新
庄
ま
つ
り
の
山
車
行
事
。

幕
開
け
か
ら
、
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
で

奏
で
る
お
や
ま
囃
子
を
次
々
と
披
露
。

花
輪
祭
の
屋
台
行
事
。

市
内
14
団
体
、
県
内
外
の
祭
り
４
団
体
が
参
加

新春懇談会

　公民館講座受講者募集

生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 30 年（2018） 3 月 1 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

　
西
木
公
民
館
で
は
、
マ
イ
ス

タ
ー
講
座
の
第
４
弾
と
し
て「
つ

る
細
工
編
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
つ
る
細
工
の
マ
イ

ス
タ
ー
太
田
京
治
さ
ん
か
ら
、

地
元
に
自
生
し
た
ア
ケ
ビ
の
つ

る
を
使
い
、
編
組
品
の
一
つ
と

し
て
人
気
の
“
果
物
入
れ
”
の
編

み
方
を
伝
授
い
た
だ
き
ま
す
。

●

日
時
／
３
月
22
日
㈭
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

●

場
所
／
桧
木
内
地
区
公
民
館

●

講
師
／
太
田
京
治
氏

●

受
講
料
／
３
千
円
（
材
料
代
）

●

持
ち
物
／
千
枚
通
し
、
昼
食

●

定
員
／
10
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

●

申
込
期
間
／
３
月
５
日
㈪
～

９
日
㈮

●

申
込
・
問
合
せ
先
／

　
西
木
公
民
館

“マイスターに習う！”第 4 弾

つる細工編

　仙北市民を対象とした次の公民館講座の
受講者を募集します。受講を希望される方
は、申込期間の平日8時30分から 17時ま
でに、西木公民館の窓口か電話でお申し込
みください。

　
仙
北
市
公
民
大
学
は
、
生
涯
学
習
を

通
じ
て
共
に
学
び
、
楽
し
く
集
い
、
喜

び
と
生
き
が
い
を
見
い
出
す
と
と
も

に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
校
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
度
の
新
規
入
学
者
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

参
加
対
象
／
仙
北
市
民
な
ら
ど
な
た

で
も
入
学
で
き
ま
す
。

※
社
会
学
科
は
、
地
区
校
に
な
り
ま
す
の
で
、
各

地
区
の
方
が
入
学
対
象
と
な
り
ま
す
。

●

受
講
に
つ
い
て
／
各
学
科
の
受
講
開

始
日
、
材
料
費
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

４
月
下
旬
開
催
予
定
の
入
学
式
で
説

明
し
ま
す
。
申
込
者
に
は
４
月
上
旬

ま
で
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

●

申
込
方
法
／
最
寄
り
の
公
民
館
に
設

置
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

申
込
期
間
／
３
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

●

問
合
せ
／
仙
北
市
公
民
大
学
事
務
局

（
角
館
公
民
館
内
）

●募集学科

学科名 内容 主な会場 日時

郷土研究学科 郷土の歴史について学ぶ 樺細工伝承館
毎月第2火曜日
13:30～15:00

園芸学科
園芸の楽しさを初歩か
ら学ぶ（ダリア、菊花等）

豊心園
（伝承館向かい）

毎月第1・3木曜日
午前

書道学科
書の基本から始め、創
作まで学ぶ

角館公民館
毎月第2・4水曜日
13:30～15:30

陶芸学科
陶芸の楽しさを初歩から
学ぶ

角館東地区
公民館

毎月第1・3火・木
曜日 9:30～16:00

 社会学科
（下延・広久内・

川崎校）
健康づくりと社会学習

 未定
（学習内容により

変わります）
隔月（予定）

平成30年度仙北市公民大学 新規入学者募集

※複数の学科を受講することも可能です。また、日時は、都合により変更することもあります。

活
動
仲
間
を
増
や
し
た
い
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
へ

「
仲
間
を
増
や
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
た
い
！
」「
も
っ
と
沢
山
の
方
に
活
動
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」
生
涯
学
習
課
で
は
そ
ん
な
サ
ー
ク
ル
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
、活
動
紹
介
や
活
動
仲
間
の
募
集
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

場所　田沢湖総合開発センター 大集会室

田沢湖公民館まつり第
６
回

日時 3月15日㈭  13:00～16:30

　
田
沢
湖
公
民
館
を
主
な
活
動
の
場

と
す
る
個
人
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
発

表
や
、
地
域
社
会
に
関
連
し
た
特
設

講
座
な
ど
多
彩
な
催
し
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
参
加
し
、
交
流
の
輪
を

広
げ
ま
し
ょ
う
！

問合せ／田沢湖公民館

【
内
容
】

▼

市
民
生
活
講
座
活
動
紹
介  

▼

コ
ー
ル
若
葉
・
太
極
拳
田
沢

湖
の
活
動
発
表  

▼

認
知
症
カ

フ
ェ
＆
山
手
昌
行
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ソ
ロ
コ
ン

サ
ー
ト  

▼

ス
マ
ー
ト
体
操  

▼

田
沢
湖
歴
史
再
発
見
塾
に
よ
る

特
設
講
座
な
ど

市民生活講座
作品展示

3月14日㈬  10:00～17:00
15日㈭  10:00～16:30
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